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昨年の木材によるインスタレーション、「人聞は乗れ
ないかもしれない..。」に引き続き、今年も同じ会場で
展覧会を行った。 今年のテーマは、コミュニケー ション
について。 意思の伝達手段としてのコミ ュニケーシ ョン
について再考を促す試みをした。 間口7m奥行き 19m天
井高4.5mの空間に、 会場のドアから、縦横2m長さ 12in
の板壁の通路を作る 。 この通路は、 高さ幅とも会場のド
アと同じ大きさで、会場の奥へと続いているが、その先
は行き止りとなっていて、閉じた空間になる 。 l隔100mm
の有節の杉板を並べて、壁を作る。空間を梱包するイ メー
ジから、この材料を使用 した。 そのため、敢えて鈎をか
けずに素地のままで仕とげた。 展覧会場は、通りに面し
てガラス張りで、外から中の様子が窺える 。 通路の外面
が見えるように、向かつて右側にあるドアから、板壁の
通路を斜め左にオフセットした。 これで、 会場に訪れる
観客が、会場いっぱいに広がる板壁を確認しながら、ド
アを開けることになる 。 およそ会場の様子はこのように
なる 。
通常、展覧会に訪れた観客は、会場内の作品を観賞し
ようとするわけだが、との展覧会は、 ドアを開けて中に
入ると、板壁に回まれている通路があるだけで、さらに
その通路の先は行き止りになっている 。 会場内に入る際
に、作家を確認した観客にとっては、作家と対面できな
いのだから、なおさら戸惑うことだろ う 。 作家は、音を
頼りに観容を察し挨拶の言葉をかける 。 つまり、会場の
中では板壁によって視覚が遮られているため、作家との
コ ミュニケーシ ョ ンの手段は、音 （声）に頼るしかない
のである 。
また、会場の外側からは、作家とはガラスを介して対
面することができるが、音（戸）は遮断される 。 ここで
は、聴覚が遮断され視覚のみでのコミュニケーションが
成される 。 つまり、ジェスチャーや筆談によってコミュ
ニケーションをすることになる 。 筆談を促すために、板
壁と同じ素材で、ガラス窓を挟むように箱型のテープル
を作った。 その形状は、立方体を斜め半分に分割したも
のを、内側lと外側からガラスを挟んで、設置 し、ひとつづ
きの立方体の箱に見えるものにした。 この箱型テーブル
の上にノー トを置いて、対面しながら筆談ができる よう
になったわけである 。
日常我々は、視覚と聴覚を複合させて、コミ ュニケー
ションを図っているが、いずれの場合もそのどちらかが
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遮断され、非日常的な状況に陥る 。 その戸惑いから、改
めてコ ミュニケー ションについて考え直してもらうきっ
かけになればと、この試みを行った。 その様な考えの背
景には、次のような思いがある 。
今のH寺代、 様々な通信網が発達していて、相手の距離
に関係なく、｜瞬時にコミュニケーションを阿ることが、
可能になった。 その手段が簡単であるがために、コミュ
ニケーションを図ること自体が、軽視される傾向になっ
てきた。 そこでもう一度、当たり前と考えがちな、相手
と対面してお互いの意思を伝え合う大切さを感じてもら
いたいと思った。 その状況をストレー トに表現する と、
ただ観客と対面して、 話をするという当たり前の状況に
なってしまい、私の思いが反映されない。 そこで、なん
らかの隣害を与えるととによって、それを克服しようと
努力し、そうすることで、相手に自分の意思を伝えるこ
との本質をより 一層感じて もらえるはずであると考え
た。 そういう意味で、ごの板壁の通路は、それを促す装
置であると言えよう 。
こ のようなコンセプ ト の下で成り立つ試みであるか
ら、作家としての私は、会期中常に会場にいなくてはな
らない。 そして、 会場に訪れた観客とコミュニケーシ ョ
ンを図らなくてはならない。 観客が、私の知人であ っ た
なら話の進めかたは簡単だが、初対面の人であった場合、
コミュニケーションを成立させるのが、難しい。 訪れた
人に声をかけ、会話を促すのだが、姿が見えない不安か
らか、答えが返ってこないこともある 。 ただ、始め予想
していたよりも、多くの返答があり、短いなりにも会話
が成立した。 これは、姿が見えないごとが逆に、緊張を
解いて く れるからであろう 。 会期中2週間、様々な人と
コミュニケーションを図ってきて、様々な反応があり 、
多 くの成果が得られた。 人にはそれぞれタイ プがあり、
非常に興味深いものがある 。 姿が見えなくても、声によ
るコミュニケーションが楽な人がいる半面、やはり顔が
見えていないと、対話しづらい人がいる 。 また、筆談に
なると雄弁になる人や、筆記するスピー ドがもどかしく
て、どうしても 中で話してしまう人がいる 。 いずれにし
ても、このような体験を通して、意思を伝えることにつ
いて考えるきっかけになったであろう 。 さらに、 私を含
めた健常者が、視覚障害者や聴覚障害者とのコ ミュニケー
ションの在り方についても、気付いてもらえたと願って
いる。
